


（１）沿革

１ 高森東学園について

令和３年度、開校から５年目

平成２９年４月 県下初の義務教育学校として開校

旧小学校

尾下小 野尻小 河原小 草部北部小 草部南部小

Ｍ７設立 Ｍ７設立 Ｍ２５設立 Ｍ７設立 Ｍ７設立

Ｈ４閉校 Ｈ７閉校

H７高森東小開校 Ｈ１７閉校統合

旧中学校

野尻中 河原中 草部北部中 草部中

S２２設立 Ｓ２２設立 Ｓ３４設立 Ｓ２２設立

S６２閉校

Ｓ６２高森東中開校 Ｈ１７閉校統合



（２）全国の義務教育学校数

(Ｒ２年度現在の本県の義務教育学校数 ２校）

3全国的には、増加傾向

２ 義務教育学校について

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

２２ 校 ４８ 校 ８２ 校 ９４ 校 １２６ 校

（１）義務教育学校とは、

趣旨 学校教育制度の多様化及び弾力化を推進するため
現行の小・中学校に加え、小学校から中学校まで
の義務教育を一貫して行う「義務教育学校」を新
たな学校の種類として規定（学教法第１条関係）

学校教育法等の一部改正（平成２８年４月１日法施行）



義務教育学校とは、

小中一貫教育を行う、新たな学校の
種類として制度化された学校

○ 小学校、中学校の区別がない。従って、本校では、
学年の呼び方は、１年生、２年生、･･･、７年生、
８年生、９年生となる。

○ １～６年生は義務教育学校「前期課程」、
７～９年生は「後期課程」と呼ぶ。



○ 卒業するのは９年生のみ、
６年生の卒業証書授与式は
ない。（前期課程修了式を、
全体の修了式の時に実施）

○ 入学するのも１年生のみ、
ただし、７年生も義務教育
学校「後期課程」進級式と
して、入学式と一緒に行う。

○ 全職員で全児童生徒を見る。
教科によっては、１～９年生
の全学年の授業を受け持つこ
ともある。(Ｒ３年度は、なし）

○ 教育課程上の特例も認められている。

Ｒ２年度 卒業式

Ｒ３年度 入学式・進級式



（１）小中一貫教育が求められる背（２
小中一貫教育が求められる背景

２ 近年の教育内容の量的・質的充実への対応

５ 中１ギャップへの対応
○学年別不登校児童生徒数の増加
○学年別いじめ認知件数の増加 等

１ 教育基本法、学校教育法の改正による義務教育
の目的・目標規定の新設（学教法２１条）
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３ 児童生徒の発達の早期化等に関わる現象
○昭和２３年男子の身長のピークは、１４･１５歳

○平成２５年男子の身長のピークは、１２･１３歳

４ 少子化に伴う学校の社会性育成機能の強化



義務教育学校としての中心課題

★中１ギャップ緩和
・学力向上
・生徒指導の充実等

★教職員の意識改革、
指導力の向上

→ ９年間を見通した学習指導、生徒指導、
「専門性」(主に中学校)と
「丁寧さ」(主に小学校)
文化の相互理解を児童生徒
の指導に生かす。



コミュニティ・スクールを基盤とした
小中一貫教育・ふるさと教育
（高森町重点施策）

３ 本校の指導体制



男子２７人、女子２０人、計４７人

（１）児童生徒数・学級数

（２）教職員数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

男子 ４ 2 2 ２ 1 １

女子 ４ ２ 3 ３ ０ ２

計 ８ ４ 5 ５ １ ３

（令和３年５月１日現在）

県費２１人、町費２人、計２３人

にじいろ ７年 ８年 ９年

男子 1 ６ 4 4

女子 1 ０ 2 ３

計 2 ６ 6 ７

にじいろ学級
・５年男子
・６年女子



４・３・２のブロック制

ブロック活動の充実 ＆ ブロック間交流

各ブロックに、主任、副担任、学力向上推進リーダー、生徒指導

６年生から教科担任制（専門性を生かした指導の充実）

５年生から定期考査の実施（指導と評価の一体化）

※５年生は４教科で教科担任制（Ｒ３年度）

（３） ブロック制

※体育、音楽等で教科担任
制で授業を行う場合あり



教室配置

５年 ６年 ７年

施設一体型

９年 ８年 ４年 ３年

２年 １年

１棟

２棟２F

２棟１F

旧中学校

旧小学校

（４） 教室設置

特別支援
学級



誇り高く、夢大きく、
心つながり合える児童生徒の育成

第３次 高森町新教育プラン

高森に誇りを持ち、夢を抱き、元気の出る教育

学 園 訓

ふるさとへの誇りを胸に、自らの夢をかなえよ！

＜高森町＞

学校テーマ 「全員でかがやく」

４ 令和３年度 学校教育目標について



令和３年度 ブロックごとに目指す姿

全ての計画をブロックごとの発達段階で作成



読み聞かせ後
の感想発表

ブロックでの活動例
（Ｓブロック）

2020/7/10

月目標の話し合い
と発表



ブロックでの活動例
（Ｍブロック）

４月のＭブロック開き

2020/7/10

朝の聞く･話す活動

放課後活動
（100マス計算）



ブロックでの活動例
（Ｌブロック）

夏休み明け
Ｌブロック集会

2020/7/10

起業体験ゲーム



【ブロック間交流】

歓迎遠足

児童生徒集会
（縦割り班ゲームの様子）

エンジョイタイム
（昼休みの様子） 17

令和元年度



【児童生徒総会】

３年～９年生が参加
１年間の児童生徒会活動を、みんなで考え
ることができました！

先輩の姿を見て
学ぶっていいですね！

【中体連推戴式】 18

令和元年度



自創会集会（オンライン）

令和２年度



◆Ｈ２４から段階的に導入
◆目的に応じたツールとしてのＩＣＴ活用
◆教師の活用 → 児童生徒の主体的活用へ

・電子黒板、実物投影機常設（全教室）
・デジタル教科書完備

・タブレット端末（一人一台）
・学習支援ソフト
・無線ＬＡＮ整備
・Web共有ボード
・Ｗｅｂカメラ

・テレビ会議専用機
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５ ＩＣＴ機器を活用した授業改善



○学校間、専門機関と接続した遠隔授業
○全児童生徒、一人一台のタブレット端末
・学校では日常的に使用
（家庭に持ち帰り使用も多い。）
・休校期間中は、オンライン授業
・現在は、欠席児童生徒に対してオンラ
イン（遠隔）支援を実施

○タブレット図書館
○家庭の“Wi-fi環境整備”
が必要
・町の支援あり



電子黒板、タブレットは、日常的に使用

実践の様子

令和３年度は、学習者用デジタル教科書も導入



郷土料理教室 みさを大豆収穫

ミニトマト栽培について、
専門家から直接指導

（ビニールハウスから、
遠隔システムを使って接続）

地域との交流

令和元年度

令和２年度



英語・外国語活動（オンライン）

南小国町立中原小の児童とのコミュニケーション

５年生

○ＡＬＴ（週１回来校）

○来校日以外も、ＡＬＴとオン
ラインでつなぎ、ミュニケー
ションがとれる。



板書用のカメラ

板書用のカメラの画像

タブレット

デジタル教科書

休校中のオンライン（遠隔）授業



１年生 ２年生

６年生 プログラミング ８年生 数学

休校中のオンライン（遠隔）授業



体育

ＩＣＴ支援員の協力も
得ながら

職員が在宅からの
オンライン授業

音楽



みんなで音読をする際
には、欠席児童も拡大
して表示し、参加

欠席児童生徒へのオンライン（遠隔）支援

タブレットで接続
欠席児童が
見ている画面

１年生



６年生

欠席児童が
見ている画面

欠席している児童の
机上にタブレット端末
を置き、本人を表示

欠席児童生徒へのオンライン（遠隔）支援

黒板を写すカメラ



薬物乱用防止教室

自創会役員引継ぎ式

児童生徒は､
各教室から受講

当日、欠席した
児童から感謝状

授業以外での活用



夏休み中のオンライン（遠隔）学習支援

時間割をつくり、各教科ご
とに先生への質問タイム

児童生徒同士がつながり、
自由に交流しながら学習

その他、児童生徒たちだけでなく、職員も
町内の職員研修、会議、打合せ等で活用中



タブレット図書館

Ｒ２／１０／１４運用開始式

○一人一人がＩＤを持ち、自分のタブ
レットで読むことが可能
○同じ図書を５００冊まで貸し出し可能

1年生「本のしょうかい」



在宅からのオンライン（遠隔）授業

５月１３日（木）２校時

担任

教室には生徒のみ

７年生
道徳

紙に代わって、
タブレットでワークシートを共有

教科書を読ん
で考えるのは、
普段と同じ



挙手

発表

出された意見を、
電子黒板で共有

普段の授業のように、
全生徒が発表



ＩＣＴ機器（タブレット）の位置付け

ＩＣＴ機器（タブレット）は、児童生徒が２１世紀型
スキルを身に付けていくため、授業改善（学力向
上、「たかもり学習」充実）のための道具

ＩＣＴ環境整備が前提
タブレットは、「（高価な）文房具」

「誰一人取り残すことのない、公正に
個別最適化された学び」 （文科省）



今後に向けて

タブレットの持ち帰り活用

の発展・充実

タブレットのみを家庭に持ち帰る

○学習者用デジタル教科書の導入
○家庭学習等でのデジタルコンテンツの活用
（本校でも、ドリル系アプリ「ｅライブラリー」導入）

働き方改革へも、期待



○ 異学年集団による教育活動が多く展開
され、子ども同士で学び合う姿が見られ
る。（下級生の手本になりたい、上級生
のようになりたい、など縦のつながり）

○ 異学年、異校種間の
交流により、相手意識
が高まり、互いを認め
合う姿が学力向上にも
つながっている。
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６ 義務教育学校（小中一環教育）の
メリット



○ 中学校教員の専門性と小学校教員の丁寧
さを互いに学べる環境がある。
（職員の一体感）

○ すべての職員が、９年後の子どもの姿を
意識して教育活動を展開できる。

○ 中学校の教員も前期課程（小学校）の担
任をしたり、授業をしたりできるので、学
校裁量の幅が広がる。

○ 小学校課程の時間
に余裕があり、ゆと
りある教育課程が展
開できる。
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○ 本来発揮されるはずの、小学校６年生の
リーダーシップが薄れてしまう。
（子どもの成長の節目は大切である。本校で
は、４年生・７年生がブロックリーダーと
して育つ。）
○ 学校全体としての行事の多さ。
○ ９学年全体が動くことでの綿密な調整。
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７義務教育学校（小中一貫教育）の課題



朝の全員ランニングより
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